


 

 

ぁ。 

スペースＸはすでに衛星をかなり上げているからなぁ。ここらは YouTubeで検索したらかなりなぁ。ＯＡＭ多

重もある。 

いまから６Ｇに向けた技術、最新の衛星技術を考えないとなぁ。 

 

（本文） 

毎年携帯電話及び全国ＢＷＡの電波の利用状況調査をするのは良いことだと思う。 

今の携帯電話及び全国ＢＷＡ（以下、携帯電話等という）が電波の利用の主力だからなぁ。 

携帯電話等は国力の状態をも示す。毎年行えば違った面もわかるのではないかと思う。 

私は思うのは、今回は昨年に比べて１．２倍に過ぎないが５Ｇ時代になると一気に増えると思うからです。概

ね１．４倍ずつ程度はなぁ。 

これは２０年間増えるとしたら８３７倍にもなるのです。これは過去２５年間には１００００倍程度に増えて

いると思うからです。 

携帯電話が増え始めた時期（１９９５年頃）からみたら約１００００倍に増えていると思うのです。それでも

年間にしたら１．４４倍です。 

だから、これからも１．４倍程度は増えると思うのです。 

でもこれに相当する技術もできそうだしなぁ。私が注目するのはＯＡＭ多重だなぁ。 

これはＯＡＭ多重で検索して欲しいと思うが、偏波面の違いを利用してほぼ無尽蔵化もしれない程に使えるか

もしれんからなぁ。 

詳しくはＮＴＴが技術開発しているから聞いて欲しい。一応試作品もできているからなぁ。 

これを使えば、６．５ＧＨｚ帯や７．５ＧＨｚ帯の固定間通信で１テラビット級の通信が可能になるかもしれ

ません。 

こうした技術まだあるかもしれないしなぁ。 

これはマックスウェル電磁方程式を高知出張所で勉強していたから若干わかっただけのことです。 

円偏波の偏波面を少しずつ変えると検出可能なようです。これを読んだときにはなるほど思いました。 

ボルトとナットのように少し偏波面の周期を変えると違った面となり、全く新しい偏波面として検出できるよ

うです。 

私が言いたいのは電波が果たして希少かどうかということだなぁ。新しく開発される技術のほうが必要として

いる技術よりも早いということではないかと思うのです。 

おそらく、２０２５年ころまでにはミリ波（２８ＧＨｚ帯）が次第に主体となり、ミリ波が主体となるのが２

０３０年の６Ｇではないかと思うのです。 

同時にＯＡＭ多重もなぁ。 

ここに書いてある、より高い周波数やＣＡ技術、ＭＩＭＯ技術、２５６価変調も１９９５年頃にはなかった技

術。 

そうやって新たな技術が出てきてなぁ。そのスピードの方が速い。 

必要なら新しい技術が出現して周波数問題を解決すると思うのです。そのためにはどのような技術が必要か毎



 

 

年利用状況調査をしないといけないということです。 

それと４１ページのソフトバンクが１契約当たりの総トラヒック数が一番多い。９Ｇバイト。次がＫＤＤＩで

６Ｇバイト、ドコモは４Ｇバイトを下回っている。 

このことは帯域を割り当てるときにはこうしたことを考えないといけないと思うのです。 

割り当て帯域は１契約当たりの総トラヒック数の総バイト数と契約者数を掛けたもの考慮しないといけないと

思うのです。 

今回の５Ｇ用の割り当ては若干ソフトバンクには不利ではなかったかと思うのです。 

それとソフトバンクが多数の低軌道衛星を使ったサービスを２０２１年に始めるようだ。ここらで辻褄を合わ

すとよいと思う。 

国際会議（ＷＲＣ－１９）でも書かれているからなぁ。 

その他の非静止軌道の本格的な運用に向けた周波数の特定や規則の導入と書かれているからなぁ。（総務省のホ

ームページの２０１９年１１月２５日） 

ここらは若干、今後に向けた主たる課題の中にいれといた方がよいと思ってなぁ。 

低軌道衛星を使ったサービスはソフトバンクだけでなく、スペースＸやＡｍａｚｏｎもやっているようだしな

ぁ。 

スペースＸはすでに衛星をかなり上げているからなぁ。ここらは YouTubeで検索したらかなりなぁ。ＯＡＭ多

重もあるよ。 

これをみてもわかるとおりに無線技術は世界を席巻できるかどうかなんだ。YouTubeはほほ世界を席巻してい

ると思うがなぁ。 

日本にはそうした技術かない。スペースＸも同じ。Ａｍａｚｏｎの通信にはかなわないだろう。日本にはこう

した最先端の技術が育たなかったというこどなぁ。 

これがこの３０年日本がうまくいかなかった一つ原因だと思う。 

いまから６Ｇに向けた技術、最新の衛星技術を考えないとなぁ。 

それとこの詳しい経緯は「電波有効利用成長戦略懇談会報告書 令和元年度フォローアップ会合」に意見を述

べている。 

必要ならばＣＤを送っているからコピーをもらって欲しい。 

【個人】 

  
 

   
 

 ２ 
本制度の携帯電話・全国 BWA に係る電波の利用状況調査については、前回同様、今回の調査の結果において

も、携帯電話・全国 BWA事業者により周波数が適切に有効利用されていることを改めて評価・認識されたものと

理解しております。今回の調査においては、地域別の基地局配置及びトラヒック状況等、前回以上に詳細に調査

をしたことで全国平均のみならず、東京・大阪以外の都市においても周波数の有効利用がなされていることが判

明する等、世界的にも進んだ周波数の見える化が可能となっている調査であると考えております。 

しかしながら、今回新たに採用されたカバレッジ実績評価における各周波数帯の平均的な電波の利用状況との

比較は、この指標をもって周波数の有効利用を示す絶対的な指標ではないことに留意が必要であることや、周波

賛同の御意見として承りま

す。 

カバレッジの実績評価につ

いては、今回の調査と同様、

今後も各周波数帯の事情等を

勘案した上で、適切に評価し

ていきたいと考えます。 

周波数のひっ迫度の評価に
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数帯によっては平均値との単純な比較が可能ではない場合もあり得ることから、個別事情を勘案いただく等、一

定のご配慮をいただきますようお願いいたします。 

また、周知のとおり移動通信トラヒックの総量は継続的に増加し続けており、今回の結果において、地域都市

の 1人当たりの月間総トラヒックが 5GBを超えるに至ったことも確認されています。これにより、周波数の有効

利用の評価において、トラヒック量を見ることが直接的に状況を把握するという観点で非常に重要であるという

ことが明確になったと理解できます。今後、周波数の有効利用の評価にあたっては、周波数のひっ迫度（有効利

用度）を測る指標として、トラヒック量の要素を加えることがより現状に即しているものと考えております。今

後の周波数ひっ迫度評価においては、当該指標を加味することをご検討いただけますようお願いいたします。 

最後に、調査項目および公表項目については、企業にとってもセンシティブな経営情報に触れる場合や類推

が可能となるものもあることから、調査の目的・効果・必要性を十分検証・検討した上で、必要な範囲に限定

していくべきであると考えております。今後の調査においては、上記の点に十分に留意いただくとともに、よ

り綿密な MNO との事前調整を実施いただくことを重ねて要望いたします。 

【Wireless City Planning株式会社】 

ついては、今後の検討におい

て参考とさせていただきま

す。 

調査項目及び評価項目につ

いては、電波の有効利用の程

度を評価するためには、個社

の経営情報に類する内容が必

要となる場合もあることを踏

まえ、今回の調査と同様、今

後も適切に調査項目及び評価

項目について検討していきた

いと考えます。 
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本制度の携帯電話・全国 BWA に係る電波の利用状況調査については、前回同様、今回の調査の結果において

も、携帯電話・全国 BWA事業者により周波数が適切に有効利用されていることを改めて評価・認識されたものと

理解しております。今回の調査においては、地域別の基地局配置及びトラヒック状況等、前回以上に詳細に調査

をしたことで全国平均のみならず、東京・大阪以外の都市においても周波数の有効利用がなされていることが判

明する等、世界的にも進んだ周波数の見える化が可能となっている調査であると考えております。 

しかしながら、今回新たに採用されたカバレッジ実績評価における各周波数帯の平均的な電波の利用状況との

比較は、この指標をもって周波数の有効利用を示す絶対的な指標ではないことに留意が必要であることや、周波

数帯によっては平均値との単純な比較が可能ではない場合もあり得ることから、個別事情を勘案いただく等、一

定のご配慮をいただきますようお願いいたします。 

また、周知のとおり移動通信トラヒックの総量は継続的に増加し続けており、今回の結果において、地域都市

の 1人当たりの月間総トラヒックが 5GBを超えるに至ったことも確認されています。これにより、周波数の有効

利用の評価において、トラヒック量を見ることが直接的に状況を把握するという観点で非常に重要であるという

ことが明確になったと理解できます。今後、周波数の有効利用の評価にあたっては、周波数のひっ迫度（有効利

用度）を測る指標として、トラヒック量の要素を加えることがより現状に即しているものと考えております。今

後の周波数ひっ迫度評価においては、当該指標を加味することをご検討いただけますようお願いいたします。 

最後に、調査項目および公表項目については、企業にとってもセンシティブな経営情報に触れる場合や類推

が可能となるものもあることから、調査の目的・効果・必要性を十分検証・検討した上で、必要な範囲に限定

していくべきであると考えております。今後の調査においては、上記の点に十分に留意いただくとともに、よ

り綿密なMNO との事前調整を実施いただくことを重ねて要望いたします。 

【ソフトバンク株式会社】 

賛同の御意見として承りま

す。 

カバレッジの実績評価につ

いては、今回の調査と同様、

今後も各周波数帯の事情等を

勘案した上で、適切に評価し

ていきたいと考えます。 

周波数のひっ迫度の評価に

ついては、今後の検討におい

て参考とさせていただきま

す。 

調査項目及び評価項目につ

いては、電波の有効利用の程

度を評価するためには、個社

の経営情報に類する内容が必

要となる場合もあることを踏

まえ、今回の調査と同様、今

後も適切に調査項目及び評価

項目について検討していきた

いと考えます。 

無 
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携帯電話で利用する周波数を有効利用するための検討に用いられる、本調査の趣旨に賛同いたします。その

上で、以下の２点について、弊社意見を述べさせていただきます。 

該当箇所 意見 

第２章 調査結果の

概要及び評価結果 

第３款 評価結果

（700MHz帯） 

700MHz帯については、終了促進措置（主にラジオマイクの巻取り）に時間

を要したため基地局の開設の開始が当初の計画より約２年遅れたことや、

700MHz利用推進協会を通じて半年程度かけてテレビ受信障害対策を実施した

うえで、慎重に電波発射を行っている状況です。 

また、テレビ受信に影響が出ないように細心の注意を図るため、災害等が

発生した又は発生するおそれがある場合や、テレビを多く視聴するイベント

（ワールドカップ、オリンピック等）が開催される日については試験電波の

発射を中止し、テレビ視聴者への影響を最小限とする取り組みを実施してい

ます。 

こういった事由により、開設するには制約や時間がかかることをご配慮頂

いたうえで、今後も評価いただきますようお願いします。 

第３章 今後に向け

た課題 

（３）トラヒック 

周波数毎のトラヒック調査については、各事業者・ベンダーごとにトラヒ

ック集計項目が異なっており、また、キャリアアグリゲーションを実施して

いる基地局については、周波数毎にトラヒックを分離して測定することは技

術的に困難であることから、必ずしも統一的な集計や比較ができないのでは

ないかと考えます。 

【ＫＤＤＩ株式会社】 

賛同の御意見として承りま

す。 

 各周波数帯の評価について

は、今回の調査と同様、今後

も各周波数帯の事情等を勘案

した上で、評価していきたい

と考えます。 
周波数帯別のトラヒック調

査については、当該調査の精

度を確保するため、調査可能

性の観点も含めて、集計項目

や集計方法等及びその評価方

法等について、引き続き検討

していくことが必要であると

考えます。 

無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 ５ 
報告書案における評価結果の概要に関して、多数の項目において適切な電波の利用が行われていることのご

評価をいただきありがとうございます。 

カバレッジの評価方法に関しては、今後に向けた主な課題にも引き続き検討が必要とされていますが、高ト

ラヒック対応を鑑みた、利用者数に応じたエリアの密度等の検討が行われることを要望いたします。 

【株式会社ＮＴＴドコモ】 

賛同の御意見として承り

ます。 

カバレッジの評価方法に

ついては、より適切に電波の

有効利用の程度を評価でき

るよう、今後のカバレッジの

評価方法の検討の参考とさ

せていただきます。 

無 

６ 
日本放送協会に関する御意見（本案に対する御意見ではないと思われるため省略します。） 

【個人（２件）】 

本案に対する御意見では

ないと思われるため、担当

部署に情報提供いたしま

す。 

無 

 

    

 


